
(57)【要約】

【課題】屈曲が円滑で機構が単純で安価な屈曲機構の提

供。

【解決手段】コイルバネ１の先端に引張部材２を固着さ

せた超音波プローブ屈曲機構において、バネ性のある線

状支持部材３をコイルバネ１の各巻線部で固着すること

により線状支持部材３を固着した各巻線部の間隔を常に

一定に保ち、コイルバネ１の全体が縮んだりコイルバネ

１の各巻線の間隔が不揃いで屈曲してしまうことがなく

円滑で安定に屈曲できるようにし、その構成はコイルバ

ネ、１本の引張部材および１本の線状支持部材の３点で

構成したもので極めて構造が単純なものである。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
コ イ ル バ ネ の 先 端 に 引 張 部 材 を 固 着 さ せ た 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 に お い て 、 コ イ ル バ ネ
の 先 端 で コ イ ル バ ネ の 中 心 に 関 し て 前 記 引 張 部 材 の 固 着 部 位 と 対 称 な 部 位 を 含 む 円 弧 上 の
部 位 に ば ね 性 の あ る 線 状 支 持 部 材 を 固 着 さ せ 、 こ の 線 状 支 持 部 材 を コ イ ル バ ネ の 中 心 軸 に
平 行 に 設 置 し コ イ ル バ ネ の 各 巻 線 部 に 接 す る 部 位 で 固 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ
ロ ー ブ 屈 曲 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 体 腔 内 や 血 管 内 部 な ど を 超 音 波 診 断 す る た め に 用 い る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 を
屈 曲 さ せ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 ３ は 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 超 音 波 内 視 鏡 と も い う ） の 全 体 を 示 す 図 で あ り 、 屈 曲 操 作 つ ま み
２ ０ を 操 作 す る こ と に よ り 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ １ の 先 端 部 ２ ２ が 屈 曲 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 ４ は 図 ３ の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 部 ２ ２ の 詳 細 を 示 し た 図 で あ り 、 図 ４ の （ ａ ） は 断 面
図 、 図 ４ の （ ｂ ） は 図 ４ の （ ａ ） の Ｅ － Ｅ 部 の 断 面 図 で あ る 。
図 ４ の （ ａ ） に お い て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波 振 動 子 １ ０ は 、 振 動 子 ホ ル ダ ー １ ２ に 取
り 付 け ら れ 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ に 接 続 さ れ た 信 号 線 １ １ は 振 動 子 ホ ル ダ ー １ ２ 、 コ イ ル バ
ネ １ お よ び 管 状 部 材 １ ３ の 内 部 に 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
コ イ ル バ ネ １ の 一 端 は 振 動 子 ホ ル ダ ー １ ２ に 取 り 付 け ら れ 、 ２ 本 の 引 張 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ は
こ の コ イ ル バ ネ １ の 一 端 で コ イ ル バ ネ １ の 中 心 に 関 し て そ れ ぞ れ 対 称 な 部 位 の ２ 箇 所 の 固
着 部 ４ ａ ， ４ ｂ で 固 着 さ れ て い る 。
２ 本 の 引 張 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ は 、 管 状 部 材 １ ３ に 挿 通 さ れ て 図 ３ の 屈 曲 操 作 つ ま み ２ ０ と 連
動 し て い る プ ー リ に 接 続 さ れ て い る 。
コ イ ル バ ネ １ の 他 端 は 管 状 部 材 １ ３ に 取 り 付 け ら れ 、 コ イ ル バ ネ １ お よ び 管 状 部 材 １ ３ の
外 側 は 被 覆 １ ４ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
以 上 の よ う な 構 造 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 は 、 図 ３ の 屈 曲 操 作 つ ま み ２ ０ に よ っ て 上 方
の 引 張 部 材 ２ ａ を 引 っ 張 り 、 下 方 の 引 張 部 材 ２ ｂ を 緩 め る こ と に よ り 、 振 動 子 ホ ル ダ ー １
２ お よ び 超 音 波 振 動 子 １ ０ を 上 方 向 に 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。 逆 に 、 下 方 の 引 張 部 材 ２
ｂ を 引 っ 張 り 、 上 方 の 引 張 部 材 ２ ａ を 緩 め る こ と に よ り 、 振 動 子 ホ ル ダ ー １ ２ お よ び 超 音
波 振 動 子 １ ０ を 下 方 向 に 屈 曲 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ５ は 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 を 示 す 図 で 、 図 ５ の （ ａ ） は 全 体 の 断 面 図 、 図 ５ の
（ ｂ ） は 図 ５ の （ ａ ） の Ｆ － Ｆ 部 の 断 面 図 、 図 ５ の （ ｃ ） は Ｇ － Ｇ 部 の 断 面 図 で あ る 。
図 ５ の （ ａ ） に お い て 、 コ イ ル バ ネ １ の 一 端 は リ ン グ 状 の 先 端 金 具 １ ５ が 取 り 付 け ら れ 、
他 端 は リ ン グ 状 の 取 付 金 具 １ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 先 端 金 具 １ ５ に は ２ 本 の 引 張 部 材
２ ａ ， ２ ｂ と ２ 本 の 線 状 支 持 部 材 ３ ａ ， ３ ｂ （ 線 状 支 持 部 材 ３ ｂ は 、 図 ５ の （ ａ ） で は 線
状 支 持 部 材 ３ ａ の 裏 側 と な る た め 図 示 し て い な い が 、 図 ５ の （ ｂ ） で は 図 示 し て あ る ） が
、 そ れ ぞ れ 固 着 部 １ ７ ａ ， １ ７ ｂ お よ び 固 着 部 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ （ 固 着 部 １ ８ ｂ は 、 図 ５ の
（ ａ ） で は 固 着 部 １ ８ ａ の 裏 側 と な る た め 図 示 し て い な い が 、 図 ５ の （ ｂ ） で は 図 示 し て
あ る ） で 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
さ ら に ２ 本 の 線 状 支 持 部 材 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 取 付 金 具 １ ６ の 固 着 部 １ ８ ｃ ， １ ８ ｄ （ 固 着 部
１ ８ ｄ は 、 図 ５ の （ ａ ） で は 固 着 部 １ ８ ａ の 裏 側 と な る た め 図 示 し て い な い が 、 図 ５ の （
ｃ ） で は 図 示 し て あ る ） で 固 着 さ れ て い る 。
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な お 、 先 端 金 具 １ ５ お よ び 取 付 金 具 １ ６ は そ れ ぞ れ 図 ４ の 振 動 子 ホ ル ダ ー １ ２ お よ び 管 状
部 材 １ ３ に 固 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う な 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 屈 曲 機 構 は 、 コ イ ル バ ネ １ ， 先 端 金 具 １ ５ ， 取 付 金 具
１ ６ ， ２ 本 の 引 張 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ お よ び ２ 本 の 線 状 支 持 部 材 ３ ａ ， ３ ｂ か ら 構 成 さ れ 、 引
張 部 材 ２ ａ に 張 力 を 加 え て 引 っ 張 り 、 引 張 部 材 ２ ｂ の 張 力 を 緩 め る こ と に よ り コ イ ル バ ネ
１ を 上 方 向 に 屈 曲 さ せ 、 逆 に 、 引 張 部 材 ２ ａ の 張 力 を 緩 め 、 引 張 部 材 ２ ｂ に 張 力 を 加 え て
引 っ 張 る こ と に よ り コ イ ル バ ネ １ を 下 方 向 に 屈 曲 さ せ る も の で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １
参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ７ － １ ８ ４ ９ ０ ０ 号 公 報 （ 第 ９ 図 ）
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
体 腔 内 や 血 管 内 部 を 超 音 波 診 断 す る た め に 用 い る 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 は 、 患 部 の 近 傍
に 挿 入 さ れ て 精 密 な 観 測 や 精 細 な 治 療 を 行 う た め に 屈 曲 の 精 度 が 良 く 、 操 作 が 容 易 に で き
る も の で な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 患 部 の 近 傍 に 挿 入 し て 使 用 さ れ る こ と か ら 再 使 用 す る
と 細 菌 の 感 染 な ど の 恐 れ が あ る た め 、 使 い 捨 て （ デ ィ ス ポ ー ザ ル ） が 望 ま し く 、 機 構 が 単
純 で 安 価 な も の が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 屈 曲 機 構 に お い て 線 状 支 持 部 材 ３ ａ ， ３ ｂ は 、 引 張 部 材 ２ ａ ま た
は 引 張 部 材 ２ ｂ に 張 力 を 加 え た と き に コ イ ル バ ネ １ の 全 体 が 縮 ま ず に 、 線 状 支 持 部 材 ３ ａ
， ３ ｂ が 取 り 付 け ら れ た コ イ ル バ ネ １ の 部 位 の 先 端 金 具 １ ５ と 取 付 金 具 １ ６ と の 間 隔 が ほ
ぼ 一 定 の 状 態 で 、 張 力 を 加 え た 方 向 に 屈 曲 す る よ う に 設 け ら れ た も の で あ る 。 し か し 、 コ
イ ル バ ネ １ の 内 部 で 線 状 支 持 部 材 ３ ａ ， ３ ｂ が 固 定 さ れ ず 自 由 で あ る た め に 、 引 張 部 材 ２
ａ ま た は 引 張 部 材 ２ ｂ に 張 力 を 加 え た と き に 線 状 支 持 部 材 が 張 力 を 加 え た 側 と は 反 対 側 に
屈 曲 す る な ど の 異 常 屈 曲 を し て 、 コ イ ル バ ネ １ の 全 体 が 縮 ん だ り 、 コ イ ル バ ネ １ の 各 巻 線
の 間 隔 が 不 揃 い で 屈 曲 し て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に コ イ ル バ ネ １ の 全 体 が 縮 ん だ り 、 各 巻 線 の 間 隔 が 不 揃 い で 屈 曲 し て し ま う こ と
は 、 円 滑 な 屈 曲 を 難 し く す る と と も に 操 作 に 熟 練 を 要 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 は 、 前 述 の 通 り コ イ ル バ ネ １ ， 先 端 金 具 １ ５ ， 取 付
金 具 １ ６ ， ２ 本 の 引 張 部 材 ２ ａ ， ２ ｂ お よ び ２ 本 の 線 状 支 持 部 材 ３ ａ ， ３ ｂ か ら 構 成 さ れ
、 数 多 く の 構 成 部 品 を 必 要 と す る 複 雑 な も の で あ る た め 安 価 な も の を 製 造 す る こ と が 難 し
い も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 円 滑 に 屈 曲 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、
複 雑 な 機 構 を 必 要 と せ ず に 安 価 な 屈 曲 機 構 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 構 成 は 、 コ イ ル バ ネ の 先 端 に 引 張 部 材 を 固 着 さ せ
た 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 に お い て 、 コ イ ル バ ネ の 先 端 で コ イ ル バ ネ の 中 心 に 関 し て 前 記
引 張 部 材 の 固 着 部 位 と 対 称 な 部 位 を 含 む 円 弧 上 の 部 位 に ば ね 性 の あ る 線 状 支 持 部 材 を 固 着
さ せ 、 こ の 線 状 支 持 部 材 を コ イ ル バ ネ の 中 心 軸 に 平 行 に 設 置 し コ イ ル バ ネ の 各 巻 線 部 に 接
す る 部 位 で 固 着 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 バ ネ 性 の あ る 線 状 支 持 部 材 を コ イ ル バ ネ の 各 巻 線 部 で 固 着 す る こ
と に よ り 線 状 支 持 部 材 を 固 着 し た 各 巻 線 部 の 間 隔 を 常 に 一 定 に 保 ち 、 全 体 が 縮 ん だ り コ イ

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-34263 A 2005.2.10



ル バ ネ の 各 巻 線 の 間 隔 が 不 揃 い で 屈 曲 し て し ま う こ と が な く 精 度 良 く 安 定 に 屈 曲 で き る も
の で 、 さ ら に 、 そ の 構 成 は コ イ ル バ ネ 、 １ 本 の 引 張 部 材 お よ び １ 本 の 線 状 支 持 部 材 の ３ 点
か ら な る も の で 極 め て 構 造 が 単 純 な も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発
明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 を 示 す 図 で 、 図 １ の （ ａ ） は 全 体 の 側 面 図 、 図 １ の （ ｂ ） は
図 １ の （ ａ ） の Ａ － Ａ 部 の 断 面 図 、 図 １ の （ ｃ ） は 図 １ の （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 部 の 断 面 図 、 図
１ の （ ｄ ） は 図 １ の （ ａ ） の Ｃ 部 の 拡 大 図 、 図 １ の （ ｃ ） は 図 １ の （ ａ ） の Ｄ 部 の 拡 大 図
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 １ の （ ａ ） 及 び 図 １ の （ ｂ ） に 示 す よ う に コ イ ル バ ネ １ の 一 端 に は 、 引 張 部 材 ２ が 固 着
部 ４ で 固 着 さ れ 、 さ ら に 、 コ イ ル バ ネ の 中 心 に 関 し て 固 着 部 ４ と 対 称 な 部 位 を 含 む 円 弧 上
の 部 位 に ば ね 性 の あ る 線 状 支 持 部 材 ３ が 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 １ の （ ｃ ） お よ び 図 １ の （ ｅ ） に 示 す よ う に 線 状 支 持 部 材 ３ は 、 コ イ ル バ ネ １ の 内 部 に
お い て コ イ ル バ ネ １ の 中 心 軸 に 平 行 に 設 置 し コ イ ル バ ネ １ の 各 巻 線 部 に 接 す る 部 位 で 固 着
さ れ て い る 。 な お 、 線 状 支 持 部 材 ３ は 、 コ イ ル バ ネ １ の 両 端 に 力 を 加 え コ イ ル バ ネ １ が 縮
ん だ 状 態 で 、 コ イ ル バ ネ １ の 各 巻 線 部 に 接 す る 部 位 で 固 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
引 張 部 材 ２ は 、 図 １ の （ ｂ ） の 固 着 部 ４ で 固 定 さ れ 、 （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） の 環 状 ガ イ ド 部
材 ７ に 挿 通 さ れ て い る 。 な お 、 環 状 ガ イ ド 部 材 ７ は 、 （ ｂ ） の 固 着 部 ４ を 通 り 、 中 心 軸 に
平 行 な 直 線 が コ イ ル バ ネ １ の 各 巻 線 部 と 接 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
引 張 部 材 ２ の 先 端 （ 図 １ の （ ａ ） の 引 張 部 材 ２ の 右 端 ） の 先 は 、 図 ４ の （ ａ ） の 管 状 部 材
１ ３ お よ び 図 ３ の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ １ の 内 部 を 通 っ て 屈 曲 操 作 つ ま み ２ ０ に 連 動 し て い る
プ ー リ に 接 続 さ れ る 。 ま た 、 図 １ の （ ａ ） の コ イ ル バ ネ １ の 左 端 は 図 ４ の 振 動 子 ホ ル ダ ー
１ ２ に 固 定 さ れ 、 コ イ ル バ ネ １ の 右 端 は 図 ４ の 管 状 部 材 １ ３ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ２ は 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 に お い て 引 張 部 材 ２ の 張 力 を 加 減 し て コ イ ル バ
ネ を 屈 曲 さ せ た 図 で あ る 。 図 ２ の （ ａ ） に 示 す よ う に 引 張 部 材 ２ に 張 力 を 強 め る こ と （ 図
示 の 矢 印 の よ う に 右 側 に 引 っ 張 る こ と ） に よ り 、 線 状 支 持 部 材 ３ に よ り コ イ ル バ ネ １ の 各
巻 線 の 間 隔 を 変 え る こ と な く 、 コ イ ル バ ネ １ を 引 張 部 材 ２ の 方 向 に 屈 曲 さ せ る こ と が で き
る 。
ま た 、 図 ２ の （ ｂ ） に 示 す よ う に 引 張 部 材 ２ に 張 力 を 弱 め る こ と （ 図 示 の 矢 印 の よ う に 張
力 を 弱 め る こ と ） に よ り コ イ ル バ ネ １ を 線 状 支 持 部 材 ３ の 方 向 に 屈 曲 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 は 、 線 状 支 持 部 材 を コ イ ル バ ネ の
各 巻 線 部 で 固 着 し て 各 巻 線 部 の 間 隔 を 常 に 一 定 に 保 つ こ と に よ り 、 全 体 が 縮 ん だ り コ イ ル
バ ネ の 各 巻 線 の 間 隔 が 不 揃 い で 屈 曲 し て し ま う こ と が な く 円 滑 で 安 定 に 屈 曲 で き る も の で
、 さ ら に 、 そ の 構 成 は コ イ ル バ ネ 、 １ 本 の 引 張 部 材 お よ び １ 本 の 線 状 支 持 部 材 の ３ 点 か ら
な る も の で 極 め て 構 造 が 単 純 で あ る こ と か ら コ ス ト を 低 減 で き る と い う 効 果 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 の 実 施 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 に お い て 引 張 部 材 ２ の 張 力 を 加 減 し て コ イ ル バ
ネ を 屈 曲 さ せ た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 超 音 波 プ ロ ー ブ の 全 体 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 先 端 部 ２ ２ の 詳 細 を 示 し た 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-34263 A 2005.2.10



【 図 ５ 】 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 屈 曲 機 構 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 コ イ ル バ ネ
２ 　 引 張 部 材
３ 　 線 状 支 持 部 材
４ 　 固 着 部
５ 　 固 着 部
６ 　 固 着 部
７ 　 環 状 ガ イ ド 部 材
１ ０ 　 超 音 波 振 動 子
１ １ 　 信 号 線
１ ２ 　 振 動 子 ホ ル ダ ー
１ ３ 　 管 状 部 材
１ ４ 　 被 覆
１ ５ 　 先 端 金 具
１ ６ 　 取 付 金 具
１ ７ ａ ， １ ７ ｂ 　 固 着 部
１ ８ ａ ， １ ８ ｂ ， １ ８ ｃ ， １ ８ ｄ 　 固 着 部
２ ０ 　 屈 曲 操 作 つ ま み
２ １ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ ２ 　 先 端 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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